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高松市木太町字小原

664-1、 672-1、 672-2、 672-3、 672-4

３０

※隣地コンクリートとの間にはエラスタイト等を用いて影響が無いようにして下さい。

※隣接する構造物の均しコンクリート等が新設擁壁に干渉する場合は撤去する事

※無筋コンクリート構造物では施工間隔10m以内に伸縮目地を設ける事。

※地耐力が不足する場合は地質調査等により、地盤の支持力を実証して施工する事。

※擁壁の天場幅が15㎝のものは、フェンス設置孔を設けない事。

※無筋コンクリート　18Ｎ　鉄筋コンクリート　24Ｎ
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高松市木太町字小原

664-1、 672-1、 672-2、 672-3、 672-4

３０

※隣地コンクリートとの間にはエラスタイト等を用いて影響が無いようにして下さい。

※隣接する構造物の均しコンクリート等が新設擁壁に干渉する場合は撤去する事

※無筋コンクリート構造物では施工間隔10m以内に伸縮目地を設ける事。

※地耐力が不足する場合は地質調査等により、地盤の支持力を実証して施工する事。

※擁壁の天場幅が15㎝のものは、フェンス設置孔を設けない事。

※無筋コンクリート　18Ｎ　鉄筋コンクリート　24Ｎ
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※隣地コンクリートとの間にはエラスタイト等を用いて影響が無いようにして下さい。

※隣接する構造物の均しコンクリート等が新設擁壁に干渉する場合は撤去する事

※無筋コンクリート構造物では施工間隔10m以内に伸縮目地を設ける事。

※地耐力が不足する場合は地質調査等により、地盤の支持力を実証して施工する事。

※擁壁の天場幅が15㎝のものは、フェンス設置孔を設けない事。

※無筋コンクリート　18Ｎ　鉄筋コンクリート　24Ｎ
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